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「青柳児童センター」「教育支援センター」が移転オープン 

 
 
 
 
■目的 

本施設は、青柳児童センターと教育支援センターの複合施設です。古賀グリーンパー

ク内にある立地を生かし、緑がたくさんある自然の中で子どもたちが伸び伸びと過ごす

ことができる環境となっています。 

各センターのスペースを共用できるなどの複合施設の利点を生かし、新たな公共施設

へと生まれ変わりました。 

 

青柳児童センターは、乳幼児室や室内ネット遊具、穴に入って読書ができるスペース

などを設け、子どもたちがワクワクしながら自分らしく過ごすことができる空間づくり

を、教育支援センターは、学習室での学びだけでなく、敷地内の園芸ゾーンを利用した

土とふれあう体験やキッチンを利用した調理実習など、子どもたちの多様な学びを支援

する「みんなの楽行（がっこう）」づくりをめざします。 

 

■施設の概要など 

住所：古賀市青柳町８０１番地 

面積：３４８平方メートル 

構造：鉄骨造・平屋 

 

【青柳児童センター】 

昭和４０年に開館した米多比児童館の老朽化等に伴い、同じ中学校区内にある施設を

改修し、青柳児童センターとして機能を移転しました。 

児童センターは、子どもたちが自由に遊んだり学習したり、楽しく過ごせる居場所で

す。バリアフリー化された建物に移転したことで、より利便性と安全性が高まり、多目

的トイレや室内のネット遊具など、施設機能の充実も図りました。児童館の機能を維持

しながら、利用時間は従来から 2時間延長し、ハード・ソフトの両面から中高生もより

利用しやすい環境になりました。 

・開館時間：10時～20時（小学生は 18時、乳幼児は 17時まで） 

・開館日：火曜日～日曜日（祝日、年末年始は除く） 

・対象：0歳から 18歳未満（高校生の年代まで）で、古賀市在住か古賀市内の学校に

通う人など（乳幼児は保護者同伴） 

 

旧介護予防支援センターを改修し、老朽化した米多比児童館と利用ニーズが増加し

ている教育支援センターを移転・統合し、子どもたちが集う新たな公共施設として、

１１月１日（水）にリニューアルオープンします。 
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【教育支援センター（あすなろ教室）】 

様々な事情から学校に行くのが難しい古賀市在住の小・中学校児童・生徒が自立でき

るよう、教育相談や体験学習、学習サポートなどの支援を行うところです。 

市内の不登校児童生徒数は増加傾向で、潜在的な利用ニーズが高まっています。 

古賀グリーンパーク内にあり、自然や公園施設、コスモス館などの周辺環境に恵まれ、

自然観察や気軽な運動、昼食の買い出し等の体験がしやすい場所で、また、教室面積が

広く、野菜などの栽培に適した屋外の園芸スペースや調理実習ができる調理スペース等

も確保できる施設へ移転することで、不登校児童生徒支援の充実を図ります。 

・開館時間：10時～15時 

・開 館 日：月曜日～金曜日（祝日、年末年始は除く） 

 

 

 

【問い合わせ先】 

（青柳児童センター）青少年育成課青少年育成係 担当：智原 電話：092—942-1172 

（教育支援センター）学校教育課指導係     担当：植木 電話：092—942-1348 

（改修工事担当）  教育総務課施設管理係   担当：中尾 電話：092—942-1131 


